
 

 

 

 

■ 日 時：平成２７年７月９日（木） 午後２時～３時 

■ 場 所：府中市役所北庁舎３階第３会議室 

■ 出席者：（敬称略） 

     ＜委 員＞ 

      髙木憲司、石見龍也、岩村聡子、下條輝雄、鈴木卓郎、野村忠良、 

      真鍋美一、山本博美、大塚雄二、古寺久仁子、山口真佐子、 

      上村好美、河井文、田中清美、荒畑正子、中坪良子 

     ＜事務局＞ 

      市長、福祉保健部長、福祉保健部次長兼地域福祉推進課長、 

障害者福祉課長、障害者福祉課長補佐兼生活係長、 

地域福祉推進課計画推進担当理事、障害者福祉課生活係職員（２名）         

■ 傍聴者：なし 

■ 議 事：１ 開会・委員委嘱 

      ２ 市長挨拶 

      ３ 委員自己紹介（資料１） 

      ４ 会長及び副会長の選出 

      ５ 諮問書の伝達 

      ６ 議事 

       (１) 府中市障害者計画推進協議会の概要について（資料２～４） 

       (２) 府中市障害者計画推進協議会スケジュールについて（資料５） 

       (３) その他 

■ 資 料：資料１   平成２７年度府中市障害者計画推進協議会委員名簿 

      資料２   府中市障害者計画推進協議会について 

      資料３－１ 府中市附属機関の設置等に関する条例（抜粋） 

      資料３－２ 府中市障害者計画推進協議会規則 

      資料４   府中市障害者計画推進協議会の会議の公開等について(案) 

      資料５   府中市障害者計画推進協議会スケジュール案 

（平成２７年度～平成２９年度） 

 

平成２７年度第１回府中市障害者計画推進協議会 

会議録 
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１ 開会・委員委嘱 

 

■事務局 

 皆さんこんにちは。定刻となりましたので協議会を始めさせていただきます。本日

は、お忙しい中、ご出席を賜りまことにありがとうございます。委員１８名中１６名

にご出席いただいており、本協議会の定足数に達しておりますので、ただいまより平

成２７年度第１回府中市障害者計画推進協議会を開会いたします。 

それでは、お手元に配付しております次第に従いまして進めてまいります。 

 初めに、次第の１、委員委嘱でございます。委員の皆様に対する委嘱状の伝達でご

ざいますが、本来ならば市長から委員の皆様一人一人にお渡しするところでございま

すが、時間の関係もございますので机上にご用意させていただきました。ご確認いた

だきますようお願いいたします。 

 

２ 市長挨拶 

 

■事務局 

 続きまして、次第の２、市長挨拶でございます。府中市長 高野律雄よりご挨拶を

申し上げます。市長、お願いいたします。 

■市長 

 皆様こんにちは。ご紹介いただきました府中市長の高野律雄でございます。 

 この度は、府中市障害者計画推進協議会委員へご就任をお願いいたしましたところ、

快くお引き受けいただきまして誠にありがとうございました。また、今日は大変ご多

用のところ、天気予報では傘のマークがついていなかったような気がするのですけれ

ども突然降り出しまして、大変足元の悪い中をご出席いただきまして、重ねて御礼申

し上げます。 

 何より皆様方には、日頃から市政運営全般にわたりまして、ご理解とご協力を頂戴

しておりまして、重ねて感謝を申し上げる次第であります。 

 府中市では、「みんなでつくる、みんなの福祉」を基本理念といたしました府中市

福祉計画を本年４月に策定いたしました。この計画に基づき、第６次府中市総合計画

の基本目標の一つであります「人と人が支え合い幸せを感じるまち」、この都市像を

目指して、様々な福祉政策を進めているところであります。 

 皆様におかれましては、「障害のある人もない人も、市民すべてが安心して自立し

た暮らしができるまち・府中の実現」のため、府中市福祉計画の中の障害者福祉にか

かわる府中市障害者計画、府中市障害者福祉計画の評価・点検を含めた適正な推進に

ついて貴重なご意見を賜りますようによろしくお願い申し上げます。 

 皆様方のますますのご健勝とご多幸をご祈念申し上げまして市長挨拶といたします。

どうぞよろしくお願いいたします。 
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■事務局 

 ありがとうございました。 

 恐れ入りますが、ここで市長は公務の都合により退席させていただきます。 

（※ 市長退席） 

 

３ 委員自己紹介 

 

■事務局 

 次に、次第の３、委員自己紹介でございます。事前に送付しております資料１、委

員名簿に記載の順番で自己紹介をお願いしたいと存じます。 

 なお、本日は、杉本委員、飯嶋委員より欠席のご連絡をいただいております。 

 それでは、名簿の１番から、よろしくお願いいたします。 

（※ 委員自己紹介） 

■事務局 

 委員の皆様、ありがとうございました。 

 続きまして、事務局職員につきましても自己紹介をさせていただきます。 

（※ 事務局自己紹介） 

■事務局 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

 

４ 会長及び副会長の選出 

 

■事務局 

 次に、次第の４、会長及び副会長の選出でございます。会長及び副会長の選出につ

きましては、府中市障害者計画推進協議会規則第３条の規定により、委員の互選によ

ることとなっておりますので、ご意見を賜りたいと存じますが、いかがでしょうか。 

■委員 

 今期の会長は、前期会長の後任でいらっしゃる髙木委員にお願いしてはどうかと思

います。また、副会長は、前期に引き続き石見委員にお願いしたいと考えますが、い

かがでございましょうか。 

■事務局 

 ただいまのご意見について、皆様、ご異議等どうでしょうか。よろしいですか。 

（※ 「はい」の声あり） 

■事務局 

 ご異議がないようでございますので、会長は髙木委員に、副会長は石見委員にお願

いいたします。髙木委員、石見委員におかれましては、恐れ入りますが、前方の正副

会長席へお願いいたします。 
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 早速ではございますが、会長及び副会長から、ご挨拶をお願いいたします。 

■会長 

 今、会長に選出していただきました髙木でございます。どうぞよろしくお願いいた

します。 

 先ほども少し自己紹介の中で触れましたけれども、中央省庁で障害福祉の施策をい

ろいろと作ってまいりました。その間、当事者の方々の話などもたくさん聞かせてい

ただきまして、実際に現場にも足を運んでみたりしました。そもそも私は理学療法士

という現場の職員で１８年ほど障害者の施設で働いておりました。その後、厚生労働

省にて９年、専門官と課長補佐という立場で働かせていただいて、今は、後進を育て

たいということで２年目になりますけれども教鞭をとっております。公務員から民間

という立場になったということで、府中市以外にも、浦安市ですとか港区、荒川区と

いったところで地域福祉のこういった会議に関わらせていただいております。そうい

ったところも全て府中市のために生かせればという思いでおります。どうぞよろしく

お願いいたします。 

■副会長 

 改めまして、石見と申します。また副会長ということで、前期からいらっしゃる方

はご存じかと思いますが、私自身、この協議会に長年携わらせていただきまして、会

長が丸山先生の時代から、丸山先生、佐藤先生、高倉先生、そして今回、髙木先生と

ずっと副会長をやらせていただいておりますので、また新しい会長を支えられるよう

にがんばっていきたいと思いますので、皆様よろしくお願いいたします。 

■事務局 

 どうもありがとうございました。 

 

５ 諮問書の伝達 

 

■事務局 

 続きまして、次第の５、諮問書の伝達に移らせていただきます。 

 ただいま会長が決定いたしましたので、市長を代理し、福祉保健部長から会長に諮

問書をお渡しさせていただきます。なお、委員の皆様には、事務局から諮問書の写し

を配付させていただきます。 

 諮問書を読み上げます。 

 府中市障害者計画推進協議会会長 髙木 憲司様 

 府中市長 高野律雄 

 府中市障害者計画等について（諮問） 

 次の事項について、府中市障害者計画推進協議会において協議し、答申してくだ

さい。 

 １ 諮問事項 
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 （１）府中市障害者計画の適正な推進について。 

 （２）府中市障害福祉計画（第４期）の適正な推進及び同計画（第５期）の策定 

    について 

 ２ 答申期限 

   平成３０年３月３１日 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

（※ 福祉保健部長より会長に諮問書を手渡す） 

■事務局 

 議事に入ります前に、お手元の資料を確認させていただきます。 

（※ 資料の確認） 

 議事に上げさせていただいておりますが、本協議会につきましては、府中市情報公

開条例第３２条第１項により、原則公開することとなっております。公開する会議録

を作成するに当たり、委員の皆様の発言を録音させていただいておりますので、あら

かじめご了承ください。 

 

６ 議 事 

 

■事務局 

 それでは、次第の６、議事に入ります。ここからは、会長に議事の進行をお願いい

たしたいと存じます。会長、よろしくお願いいたします。 

 

（１）府中市障害者計画推進協議会の概要について 

 

■会長 

 ありがとうございます。 

 それでは、議事に入りたいと思います。 

 議事の１、府中市障害者計画推進協議会の概要について、まず、事務局から説明を

お願いします。 

■事務局 

（※ 資料２～４について説明） 

■会長 

 ありがとうございました。それでは、今の事務局の説明について、ご意見、ご質問

等ある方はいらっしゃいますでしょうか。 

 公開・傍聴については、この記載でよろしいでしょうか。ご異議ある方いらっしゃ

いますか。 

（※ 発言なし） 

■会長 
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 では、まずは、この資料４についてはお認めいただいたというところで、先に決定

したいと思います。 

 その他の資料３あるいは障害福祉計画・障害者計画についての説明の範囲で、よろ

しくお願いします。 

■委員 

 資料３－１、２枚目に「秘密保持義務」とあるのですけれども、どの部分が職務上

知り得た秘密ということになるのですかね。この会議では計画に沿って、平成２６・

２７年度、目標何人のところを今このくらいの数ができているとか、そういう数値を

あらわして、マルとかバツとかやっているじゃないですか。年度の状況とか、そうい

うものも含めて、それが秘密ということになるのかどうなのか。障害認定審査会に関

しては、完全に個別に出ているので秘密のものはこれと分かるのですけれども、この

会の秘密保持というのはどの部分を示すのか教えていただきたいと思います。 

■会長 

 委員からご質問ですけれども、そもそも議事録も公開されますので、どの部分が秘

密に当たるのかというところを少し具体的にお教えいただければと思います。 

■事務局 

基本的には個人情報のみで、誰々さんにこんなことがあって、こういう対応をした

よということが仮に具体的に出た場合には、その部分については個人情報となって守

秘義務が発生することになるかと思います。 

 先ほど会長がおっしゃられたように、議事録を作っている関係上、ほぼ皆様の発言

どおりの内容がインターネット上でも公開されますし、数値等については秘密という

わけではございません。 

■会長 

 ありがとうございました。これは、他市区も同じでございまして、個人情報が出た

時のみ、そこは伏せるという扱いをしているところであります。よろしいでしょうか。 

■委員 

 はい。 

■会長 

 その他、ご質問、ご意見等ございますか。 

（※ 発言なし） 

■会長 

 ないようでしたら次の議事に入らせていただいてよろしいでしょうか。また後で思

い出したら受け付けたいと思います。 

 

（２）府中市障害者計画推進協議会スケジュールについて 

 

■会長 
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 それでは、議事の２番目ということで、府中市障害者計画推進協議会スケジュール

について、事務局から説明をお願いいたします。 

■事務局 

（※ 資料５について説明） 

■会長 

 ありがとうございました。 

 ３年間で１１回程度が予定されていて、中身は進行管理と第５期の計画に向けた一

連の動きということになっているようです。 

 委員の皆様方からのご意見、ご質問、よろしくお願いします。 

■委員 

 今までもそうでしたけれども、障害者計画と障害福祉計画の２本立てで検討するの

ですが、障害福祉計画につきましては、総合支援法が根拠法令で３年間だということ

は分かるのですけれども、障害者計画の計画期間は６年間なのですが、私たちは、こ

れはどのように関わるのでしょうか。年数と任期との兼ね合いというのですか、その

辺がよく分からないので教えていただきたいです。 

■会長 

 障害者計画との関わりについて、事務局から説明お願いします。 

■事務局 

 障害者計画は、委員のおっしゃるとおり６年でございますので、今回の３年の任期

に関しては、障害者計画・障害福祉計画（第４期）の中でやっております各事業につ

いて、これがこれだけ進行して、これだけ実績があったということをお示ししますの

で、皆さんに中身を点検していただくことになります。 

 計画書の１２０ページをお開きいただけますでしょうか。図表２８のＰＤＣＡサイ

クルというところの評価（チェック）、これが今回、障害者計画についても障害福祉

計画についても、皆さんにご意見等を頂戴したいところでございます。 

 また、中にはあまりよろしくないところもあるかと思いますので、その場合にはご

意見を頂戴して、また次期の計画に反映させていくという一連の流れがございます。 

■会長 

 そもそも障害者計画と障害福祉計画は整合性がとれたものになっているはずなので、

障害福祉計画の進行管理が障害者計画にもつながっていると。平成２９年度末でまだ

障害者計画が見直し時期ではないので、障害者計画については進行管理のみを続けて

いくという位置づけと理解いたしました。 

 よろしいでしょうか。 

■委員 

 はい。ありがとうございました。 

■会長 

 私から、自立支援協議会とこの協議会との関係性を、もう一回教えていただいても
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よろしいでしょうか。 

■事務局 

 自立支援協議会の中で、府中市の障害福祉に関することを協議していただいており

ます。その協議内容で計画に反映できるもの等があると思いますので、意見を頂戴し

たり、逆に自立支援協議会に持っていって、計画をこういうふうに進行しているよと

いうことをやりとりするような位置づけになっております。 

 補足をよろしくお願いいたします。 

■会長 

 会長さんがいらっしゃるので、お願いします。 

■委員 

 府中市の場合、ずっと障害者団体の代表が自立支援協議会の会長をしておりまして、

実際に現場で何が困っているかとか、何を今課題として共有しているかというような

ところを抽出しているのが、今までの主な活動でした。その中で、本市の自立支援協

議会では、支援のためのファイルの案を出したり理解啓発のためのツールとしてパン

フレットを作ったり、あとは、相談支援機能をどうやったら充実できるかというとこ

ろで、相談支援事業者の方に、その課題であるとか今後目指すべき姿といったものを

まとめていただいたりというような作業がずっと続いてまいりました。 

 そういった議論を受けて、それを計画の中にどうやって実現するかということを会

長、副会長が、この障害者計画推進協議会の中で意見を述べて、反映していただく。

具体的には、相談支援体制の充実で何をポイントに置くかというところを自立支援協

議会の委員から指摘させていただいたりというようなつながりを持っています。 

 よろしいでしょうか。 

■会長 

 はい、わかりました。 

 自立支援協議会で細かい現場の話を持ち上げて、こちらで計画に反映させるという

ところで、そういった意味でも、自立支援協議会のメンバーと重なっている方もいら

っしゃるという理解でよろしいですかね。わかりました。 

 そのほか、ご意見、ご質問ありますでしょうか。 

（※ 発言なし） 

 

（３）その他 

 

■会長 

 それでは、議事の３番目、その他ということで、事務局から説明をお願いします。 

■事務局 

（※ 説明） 

■会長 
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 一通り事務局からの説明は終えたところではあるのですけれども、これまでの説明

のところで、ちょっと言い忘れたというところがございましたら、再度皆さんにお伺

いしたいと思うのですけれども、いかがでしょうか。 

■委員 

 事務局から、もろもろの説明をどうもありがとうございます。１つ、今後の会議の

進め方の中で気になっていることというか、多分これが今期の中でかなり検討が必要

になる点ではないかと思うことがあるのですけれども。これから、今年度、来年度は

進行管理をやっていくということなので、それぞれの事業に関して、年度ごとの数字

の目標としてきちんと出ているものは、恐らくそれに基づいてやっていったり、ある

いはアンケートをとったりということで確認するのでしょうが、例えば、今期の計画

から新たに入るようになった項目で、地域生活支援の拠点を整備するというようなも

のが出てきていますね。これは国が出してきたもので、恐らく全部の市区町村でこう

いうものが出てきていると思うのですけれども。これに関して、具体的にこの整備拠

点というものをどういうイメージで作っていくのかということは、今あるもののどこ

かをこれにするという話になるのか、それとも、やはりそれとは違うものをきちんと

府中市として意義のある課題から抽出して、何かこの会議の場でイメージをもう少し

具体的にしていくということが必要になるのではないかと思います。これ一つとって

もきちんと議論する時間をとる必要があるのかなと感じています。 

 少し前に東京都の障害福祉計画を担っている委員の方たちとお話をする機会があっ

たのですが、都の委員会の中でも具体的に東京都としてのイメージが出てきているか

というとそうでもないという話も聞いています。なかなか上からイメージが出てきて

いない中で、府中市のいろいろな課題から考えると、この場で議論することも必要な

のではないかと思いますので、その点は１つ意見として述べておきたいと思います。 

■会長 

 ありがとうございます。 

 これは、まさに私も厚生労働省にいたときに出させていただいた地域生活支援拠点

という、すみません、ふわっとしたイメージで地域に投げたというところがあります。 

 今、立場を変えて、私もいろいろなところにいますが、どの地域でも、やはりまだ、

こういうふうに進めていきますということを具体的にイメージして、それに向かって

邁進しているという感じでもないところが多いですね。浦安市などでも、面的整備と

いうことで、何か一個ハードを大きく作ってやろうということでなくて、今ある資源

を面的に整備しようというスタンスではあるのですけれども、具体的にまだどうする

というところではないと聞いています。 

 府中市で、このイメージというものが、今の時点で何かあるようであれば、お伺い

できますでしょうか。 

■事務局 

 まず、２４時間の体制が必要になってくるということから、実際、市の中で２４時
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間体制をとれているところというと、具体的にはグループホームなどが今は考えられ

るのかなというところです。例えば市内にある法人でグループホームを運営している

ところと協議しながら、どういうふうにやっていったらいいのかというような話をし

ていきながら、府中市としては、例えば１カ所と書いてありますけれども、精神と身

体・知的に分けて２カ所あったほうがいいかとかを協議していくようになるのではな

いかと、まだ雑駁ですが、そういう感じで考えてはおります。 

■会長 

 今のところのイメージですとグループホームも少し視野に入れてということだそう

ですけれども、今の時点ではこんな感じでよろしいですか。 

 グループホームというところもあるのですけれども、何か市のお金を入れてそうい

った拠点をつくる場合、ハードをつくる場合に、固定した人がずっと住み続けるとい

うよりは、回転したほうがいいのかなというような個人的な思いがあったりもします

が、地域生活支援拠点のイメージを話し合う場というのはどちらになるのでしょうか。 

■事務局 

 実際には、まだ、どこでやるとか、そういうような話にはなっていないのですけれ

ども、場合によっては自立支援協議会で検討していただくこともあると思います。あ

とは、事務局でどうあるべきかということを考えて、いろいろな団体に声かけをして、

ご意見をいただきながら、最終的には計画推進協議会でもお話をしていきながら決め

ていくものと考えております。 

■会長 

 そういう流れになるだろうと思いますので、また自立支援協議会のメンバーの方、

よろしくお願いしたいと思いますし、ここのメンバーはここのメンバーでまた、自立

支援協議会から上がってくると思いますので、その際にまた協議ができたらと思って

おります。 

 そのほか、何かご意見ありますでしょうか。 

■委員 

 先ほどの説明の中で１２０ページのＰＤＣＡのサイクルを回していくというところ

で、障害者計画は計画年が６年間なので、今回のこの協議会では、その次の計画に向

けて議題を整理するということになるようなお話だったのですけれども、一応このサ

イクルのＡのところ、改善のところに「障害福祉計画の変更や事業の見直し等を実施

する。」と書いてあるのですけれども、これは市として、必要に応じてこれから進行

管理等々を協議していく中で、必要があれば、この計画自体の見直しも視野に入れて

いるのかどうかというところをちょっと確認したいと思います。 

■会長 

 改善のところで、障害福祉計画の見直しまで想定しているかどうかということです

けれども。お願いします。 

■事務局 
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 計画そのものをそこで改善するということは少し難しいと思いますので、次期計画

に向けて、こういうふうにしたほうがいいとか、また、計画にはのっていないけれど

も、新たな事業でこういうことをやり始めるとかということもあるかと考えておりま

す。 

■会長 

 これも計画を立てただけではだめだということで、ＰＤＣＡサイクルを回しましょ

うということで、国からの今回の障害者計画で初めて入ったということになります。 

 今ご説明あったように、全体的な見直しというよりは、やはり改善を図るイメージ

になろうかと思いますので、ご承知おきいただければと思います。 

 そのほかございますか。 

■委員 

 社会福祉協議会でこのごろ考え方が随分変わられまして、地域の中での福祉の活動

のあり方を変えていくようなことを私は伺ったのですけれども、その社会福祉協議会

のこれからの計画と府中市のこの計画との関連性といいますか、どうなっているのか

教えていただけるとうれしいですが。 

■会長 

 社会福祉協議会の計画というものがあるのですね。その関係性について、よろしく

お願いします。 

■事務局 

 地域福祉推進課でつくっております地域福祉推進計画と社会福祉協議会でつくって

いただいておりました地域福祉活動計画というものがございます。ちょうど社会福祉

協議会でおつくりになった計画も、今年から６年計画ということで、府中市でつくっ

ております計画と同じ期間を計画期間とされていらっしゃいます。実際に社協でつく

られた地域福祉活動計画は、地域の活動をより活発にという形で、具体的には、地区

社協という名称で進めていらっしゃるのですけれども、地域の皆さんのいろいろな活

動を結集して、自分たちの地域の困りごとは地域の中で、自分たちで解決していこう

ではないかという組織づくりをしていこうというような計画が主な内容になっていら

っしゃいます。 

 一方で、府中市の先ほど申しました地域福祉計画にも、そのような形で、これから

は新しく、今までは公助という形で、公が福祉を担うという考え方から大きく、今ま

での自助、互助、新しく互助という形の考え方を取り入れて、まず市民の自発的な協

力体制、支援体制をある程度できる仕組みづくりを、行政がそこを担おうではないか

という新しい計画に踏み込みました。そのような形が、社会福祉協議会の計画と府中

市の計画は理念が非常に合うところがございますので、今後、連携していろいろな事

業の協力体制は進めていくようになるかと考えております。 

■委員 

 ありがとうございました。 
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■会長 

 地域包括ケアシステムの構築に向けて、今後、そういった社協の住民参加型の活動

というものは非常に、高齢者だけではなくて、障害者にもリンクしてくると感じてお

りますので、そちらとも連携できたらいいなと思います。 

 そのほか何かございますか。 

（※ 発言なし） 

■会長 

 それでは、ご意見がございませんようですので、これで議事に関しては終了したい

と思います。 

 次回の会議は１０月頃の予定ということになっております。私と副会長、事務局で

日程調整の上、後日、皆様に会議の開催をご案内させていただくということでよろし

いでしょうか。 

 では、事務局で調整をお願いしたいと思います。 

 他にないようでしたら、これで平成２７年度第１回府中市障害者計画推進協議会を

終了いたします。 

 皆様、お疲れさまでした。 

 

以上 


